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認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え

る
「
お
れ
ん
じ
サ
ロ
ン
右
京
」
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　

認
知
症
の
人
が
全
国
で
400
万
人

を
超
え
る
と
言
わ
れ
、
本
人
や
家

族
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

づ
く
り
が
全
国
的
に
広
が
り
を
み

せ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

右
京
区
で
も
、
７
月
か
ら
月
に
一

度
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
し
た
「
お
れ
ん
じ
サ
ロ
ン

右
京
」
を
右
京
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
で
先
駆
け
て
す
す
め
ら

れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
居
場
所
に

は
、
カ
フ
ェ
形
式
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
中
心
型
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

形
態
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ロ
ン

で
は
、
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
用

意
せ
ず
、
認
知
症
の
人
や
介
護
を

し
て
い
る
家
族
の
不
安
を
少
し
で

も
和
ら
げ
る
カ
フ
ェ
形
式
の
居
場

所
と
な
る
予
定
で
す
。ま
た
、福
祉
・

介
護
の
専
門
職
や
地
域
の
支
援
者

◆
京
都
光
華
女
子
大
学

■
光
華
こ
ど
も
ひ
ろ
ば

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
ま
せ
ん
か

参
加
無
料
・
申
込
不
要

日
時　

７
月
１
日（
火
）　

午
前
10
時
～
11
時
45
分
、

７
月
15
日（
火
）　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所　

大
学
慈
光
館
１
階　

保
育
実
習
室

対
象　

保
護
者
同
伴
の
乳
幼
児

（
未
就
園
児
）

※
自
家
用
車

で
の
来
場
不

可問
こ
ど
も
保

育
学
科
☎
325
・

５
４
９
８

■
夏
期
公
開
講
座
「
地
域
の
環
境
問
題

～
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
～
」

参
加
無
料
・
申
込
不
要

日
時　

７
月
５
日（
土
）

午
後
２
時
～
３
時

「
地
域
住
民
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
」

　

京
都
市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
教
訓
と
し
て
、
地
震
に
よ

る
大
規
模
な
火
災
発
生
時
に
必
要

と
な
る
消
火
用
水
は
も
ち
ろ
ん
、

震
災
時
の
生
活
用
水
な
ど
に
も
使

用
で
き
る
水
を
確
保
す
る
た
め
の

「
防
災
水
利
構
想
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、消
防
局
で
は「
震

災
消
防
水
利
整
備
計
画
」を
定
め
、

防
火
水
槽
の
増
設
を
計
画
的
に
進

め
て
い
ま
す
が
、
埋
設
用
地
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
京
都
学
園
中
学
高

等
学
校
か
ら
、「
地
域
の
住
民
を
地

震
や
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
な
ら
」
と
、
同
校
北
側
の
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
地
を
無
償
で
提

　

健
康
な
体
を
作
る
た
め
に
は
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
、

お
昼
ご
飯
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

※
お
子
さ
ん
の
み
の
参
加
で
す
。

保
護
者
の
方
は
送
迎
を
お
願
い
し

ま
す
。

内
容　

調
理
実
習
と
試
食

日
時　

①
８
月
６
日
（
水
）

　
　
　

②
８
月
８
日
（
金
）

①
②
と
も
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　

サ
ン
サ
右
京
２
階　

保
健

セ
ン
タ
ー　

栄
養
指
導
室

定
員　

右
京
区
在
住
の
小
学
校
１

～
３
年
生　

各
日
程
16
人
（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

宕
陰
地
域
は
、
約
120
人
が
暮
ら

す
、
愛
宕
山
の
麓
に
棚
田
と
里
山

が
広
が
る
素
晴
ら
し
い
地
域
で

す
。
そ
ん
な
す
て
き
な
宕
陰
を

も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
、
応
援
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
宕
陰
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

を
創
設
し
、
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

会
員
に
な
る
と
野
菜
等
の
収
穫
体

験
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
で
き
る

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
無
料
利
用
等

の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

の
方
に
も
顔
を
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
や
相
談
も
安
心
し
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
が
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人

も
、
そ
う
で
な
い
人
に
と
っ
て
も
、

適
切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
地
域

の
新
し
い
拠
点
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
な
支
え
が
、
誰
も

が
「
ひ
と
り
の
人
間
」
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
ま
す
。
引
き
続
き
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
れ
ん
じ
サ
ロ
ン
右
京

参
加
無
料
・
要
申
込

日
時　

７
月
15
日（
火
）

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

右
京
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
右
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
865
・
８
５
６
７

供
す
る
と
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
、

100
ト
ン
の
水
が
貯
水
で
き
る
耐
震

型
防
火
水
槽
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

地
震
活
動
に
よ
り
で
き
た
京
都

盆
地
に
は
、
花
折
断
層
や
西
山
断

層
を
は
じ
め
、
多
く
の
内
陸
活
断

層
が
存
在
し
ま
す
。
近
い
将
来
、

こ
れ
ら
の
活
断
層
に
よ
る
大
地
震

が
発
生
し
て
も
、
地
震
に
よ
る
火

災
の
被
害
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、

地
域
住
民
の
た
め
に
、
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
右
京
消
防
署　

☎
871
・
０
１
１
９

参
加
費　

１
人
500
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
な
ど
）、
手

ふ
き
タ
オ
ル
、
上
履
き

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、〒
、

住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

「
わ
ん
ぱ
く
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

参
加
希
望
」
、
希
望
の
日
程
を
明

記
の
う
え
、
〒
616-

８
５
１
１
（
住

所
不
要
）
右
京
保
健
セ
ン
タ
ー　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

成
人
保

健
・
医
療
担
当
へ

※
７
月
16
日
必
着

※
お
申
し
込
み
は
ご
家
族
に
限
り

ま
す
。

問
右
京
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く

り
推
進
課
成
人
保
健
・
医
療
担
当

☎
861
・
２
１
７
７

　

土
木
事
務
所
で
は
、
道
路
や
河

川
な
ど
、
土
木
施
設
の
維
持
管
理

の
最
前
線
基
地
と
し
て
、
皆
さ
ん

の
安
心
・
安
全
を
支
え
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。
近
年
多
発
し
て
い

る
局
地
的
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
る
災
害
時
に
も
出
動
し
、
道

路
の
通
行
確
保
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

市
街
灯
の
球
切
れ
や
、
道
路
に

影
響
す
る
斜
面
で
の
土
砂
崩
れ
、

亀
裂
発
生
の
際
な
ど
、
道
路
や
河

川
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
休
日
・
時
間
外
に
つ
き
ま
し
て

は
、
夜
間
・
休
日
緊
急
受
付
セ
ン

タ
ー
に
電
話
が
切
り
換
わ
り
、
そ

こ
で
対
応
し
ま
す
。

問
西
部
土
木
事
務
所
☎
871
・
６
７
２
１

京
北
・
左
京
山
間
部
土
木
事
務
所

（
京
北
合
同
庁
舎
内
）☎
852
・
１
８
１
９

　

経
済
セ
ン

サ
ス-

基

礎

調
査
は
、
す

べ
て
の
事
業

所
及
び
企
業
を
対
象
と
し
て
、

産
業
構
造
や
事
業
活
動
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
業
統
計
調
査
は
そ
の

う
ち
の
卸
売
業
・
小
売
業
を
対
象

に
、
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

両
調
査
と
も
、
平
成
26
年
７
月

１
日
（
火
）
現
在
の
事
業
の
内
容
、

従
業
者
数
、
売
上
金
額
な
ど
を
把

握
し
ま
す
。

　

６
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
地
域
力
推
進
室
統
計
担
当 

☎
861
・
１
７
８
４

市
情
報
化
推
進
室
情
報
統
計
担
当 

☎
222
・
３
２
１
６

こ
ん
な
時
は
土
木
事
務
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

経
済
セ
ン
サ
スｰ

基
礎
調
査

及
び
商
業
統
計
調
査
を
一
体

的
に
実
施
し
ま
す

右
京
消
防
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

右
京
の
安
心
・
安
全
コ
ー
ナ
ー

わ
ん
ぱ
く
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

午
後
３
時
10
分
～
４
時
30
分

場
所　

大
学
徳
風
館
６
階

問
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
325
・
５
２
５
９

■
聖
典
読
書
会
「
仏
典
童
話
の
世

界
」参
加
無
料
・
申
込
不
要

　

「
今
昔
物
語
」
に
も
取
り
入
れ

ら
れ
た
仏
典
童
話
。
味
わ
い
深
い

「
仏
典
童
話
」
を
ゆ
っ
く
り
と
読

み
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
時　

７
月
４
日
（
金
）、
７
月
18
日

（
金
）　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所　

大
学
賢
風
館
６
階

定
員　

20
名

問
真
宗
文
化
研
究
所

☎
325
・
５
３
８
３

◆
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学

■
京
の
美
意
識 

「
結け

ち
え
ん縁
潅か

ん
じ
ょ
う頂
・

ほ
と
け
さ
ま
と
ご
縁
を
結
ぶ
儀
式
」

参
加
無
料
・
要
申
込

日
時　

７
月
19
日（
土
）午
後
２
時

20
分
～
３
時
50
分

場
所　

大
学
有
響
館

講
師　

草
津
栄
晋
氏

問
社
会
連
携
・
研
究
支
援
グ
ル
ー

プ　

☎
864
・
７
８
９
８

◆
花
園
大
学

■
花
園
大
学　

学
長
講
座
「
禅
と

こ
こ
ろ
」参
加
無
料
・
申
込
不
要

日
時　

①
６
月
23
日
、
②
６
月
30

日
、
③
７
月
７
日
、
④
７
月
14
日

い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
前
10
時
40

分
～
午
後
０
時
10
分

場
所　

大
学
教
堂

内
容　

①
禅
の
世
界（
法
話
）円
福

僧
堂
師
家

政
道
徳
門
氏
、
②
仏

教
講
座（
講
義
）国
際
禅
学
研
究
所

教
授　

芳
澤
勝
弘
氏
、
③
ｚ
ｅ
ｎ

カ
ル
チ
ャ
ー
（
講
義
）
非
常
勤
講

師　

村
本
詔
司
氏
、
④
禅
の
世
界

（
法
話
）円
覚
寺
管
長　

横
田
南
嶺

氏
※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
企
画
広
報
室 

☎
823
・
０
６
１
０

ま
ち
づ
く
り
大
学

リ
レ
ー
講
座
の

お
知
ら
せ

右
京
の
ま
ち
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
ご
支
援
を
!!

　
右
京
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
協
賛
金

　

右
京
区
ま
ち
づ
く
り
区
民
会
議
の
活
動
資
金
と
し
て
、よ
り
良
い
ま
ち
、住
み
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た

め
の
事
業
に
充
当
し
ま
す
。

協
賛
金
の
金
額　

法
人
会
員 

１
口 

５
万
円　

個
人
会
員 

１
口 

千
円　

※
個
人

会
員
に
は
特
製
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
進
呈　

問
地
域
力
推
進
室　

総
務
・
防
災
担
当　

☎
861
・
１
７
８
４

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金「
だ
い
す
き
っ
！
京
都
。寄
付
金
」

　

平
成
25
年
度
か
ら
「
地
域
振
興
」
の
応
援
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
り
「
右
京
区
で
使
っ
て
ほ
し
い
！
」
な
ど
、
区
を
指
定
し
て
寄
付
を
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
※
確
定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す 
（
た
だ
し
、
控
除
額
は
、
所
得
や
寄
付
金
額
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。
問
市
財
政
課　

☎
222
・
３
２
９
０　

地
域
力
推
進
室　

総
務
・
防
災
担
当　

☎
861
・
１
７
８
４

　

宕
陰
地
域
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

く
れ
る
方
の
ご
応
募
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件　

中
学
生
以
下
の
子
ど

も
を
持
ち
、
田
舎
で
の
子
育
て
に

興
味
の
あ
る
世
帯

募
集
世
帯
数　

50
世
帯（
先
着
順
）

会
員
特
典　

①
宕
陰
ま
る
ご
と
収
穫
体
験

・
野
菜
収
穫
体
験
に
ご
招
待

年
２
回
程
度
実
施

・
棚
田
米
10
㎏
プ
レ
ゼ
ン
ト

②

田
舎
暮
ら
し
体
験
が
で
き
る
施

設
の
無
料
利
用
（
予
約
制
）

・
古
民
家
を
改
修
し
た
施
設

・
屋
外
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

③

他
の
体
験
事
業
（
宕
陰
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
祭
等
）
の
優
先
予
約

年
会
費　

１
２
、
０
０
０
円

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
代

表
者
氏
名
、
〒
、
住
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京都学園中学高等学校
総合グラウンドに埋設
の防火水槽
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